
陣がい者 (児)の地域生活に関するアンケー ト


調査結果報告書
 

(対象 :精神陣がい ･知的陣がい ･身体陣がい)


社会福祉法人 総社市社会福祉協議会



調 査 概 要

調査の日的

本調査は､陣がい者 (児)の生活環境の実態及び陣がい福祉における意見､

要望を把握することを目的に､｢陣がいのある方が安心して暮らせるまちづく

り｣の一助となるよう今後の陣がい者 (児)福祉活動の参考にする｡

調査方法

質問紙におけるアンケ- ト方式 (無記名方式) 

/

調査対象者

身体陣がい着 く児) 知的陣がい暑 く児).精神陣がい者 合計 1206名

調査期周

平成 20年3月15日 ～ 平成 20年4月30日

実施機関

社会福祉法人 総社市社会福祉協雑食



陣がいの程度によって､全額負担しなくてよいように係の方で考えていただきたい｡

･毎月､タクシー券を配布してほしい｡

･市中心部以外では､あまり福祉に力を入れていないような気がする0

･総社市は､教育の場で受けられる支援が厳しいということを耳にする｡学力はあるのに

支援を受けられないため､地元の中学校､高校に通えないのではないかと不安になること

がある｡また､小学校に比べ中学校の先生方の対応が ｢障がい｣の理解が感じられないこ

とがある｡

･障がい者になったばかりで､いろいろな手続きが分からない｡

･現在､陣がい者も外出する機会も多くなったように思うが､就労に関しては障がい者と

いうことで大した仕事はないように思う｡

･私は､足に人工関節を入れている｡就職先を探しにハローワークに行くことがあるが､

清掃員しか紹介されない｡足が不自由なために重いものが持てないので､｢清掃作業｣し

かないとの回答｡結局､私には ｢仕事はない｣のだと思い､ショックを受けて帰ったこと

がある｡｢清掃作業｣以外に仕事はないのか｡
･在宅ボンベを扱ってくれる施設がないことや､外出時のトイレに困っている｡

･歩道の整備を要望したい｡

･数年前まで身体障がい者相談員をしていたが､その際に気づいた点を述べたい｡①地域

内での仲間づくりの形成､②気軽に話し合いが出来るような機会を提供すること､③きめ

細かく足を運ぶ (訪問する)ことが相談員には求められているように感じる｡

･身体陣がい者のデイサービスセンターを設置してほしいo

･以前､清音ではいちごバスが運行しており､イオン倉敷経由で倉敷中央病院に通院する

ことができ便利だった｡現在は､そのバスの運行は廃止されており､大変困っている方が

多数いる｡

･陣がい者が働ける場所を作っていくことと､障がいがあってもひとりの人間であること

を認識 してほしい｡

･弱者をいじめるものの排除 (いじめは､利用者によるもの､職員によるものなど施設内

にも存在する)｡絶対になくしてほしい｡

･｢陣がい者｣になりたくてなったのではない｡総社市内の全企業がもっと信頼できる働け

る場所を提供してもらえるよう､社会福祉協議会が働きかけてほしい0

･今回のアンケー トで調査された結果は､私たちに教えてほしい｡

･地域の協力も重要だ力 (.､障がい者自身が将来のことをしっかり考え､できるだけ人々と
交流できる場に出向き､自立する道を模索してほしい｡少子化時代､子供たちの重荷にな

らないようにしたい｡

･県外から乱越ししてきて､医療費の自己負担額には正直驚いた｡財政難は理解していた

が､それにしても年収 200万円以下の人が対象というのはあまりにもハー ドルが低すぎ

る｡市役所は敷居が高いので､情報が分かりやすく理解できるようにすること､手軽に連

絡が取れるよう市のホエムページを工夫すべきだ｡

･民生委員がどこにいてどんな人か分からないようでは困る｡一度も来たことがなく､何

のためにいるのか理解できない｡経費の無駄だと思う｡

･障がいの認定基準について (難聴児のこと)､軽度の難聴を除けば (補そう具が必要な

い程摩)､高度難聴でも中度難聴でも生活が不便であることに変わらない｡しかし､現在､

補そう具がなくては生活できない児童でも､障害者手帳や手当てがもらえていないことが

ある｡程度はどうであれ､治療のために受ける手術のリスクも同じようにあったはずなの 
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に､細かく基準を設けることに疑問を感じる｡

･福祉課の対応には失望している｡

･180号線を歩いてほしい｡途中で歩道がなくなったリ､狭かったり段差だらけだ｡ま

た､井原線を利用する際に前日までに予約 しないとエレベーターがついていないからダメ

だと言われたO

･陣がい者から税金を取り立てることはやめてほしい､金がない｡親が亡くなったら､ど

うやって支払っていく?働ける職場はわずかで､あっても給与が安い｡また､職場におい

ては偏見 ･差別を受ける.もう人生ギブアップO

･ボランティア活動に興味があるが､どこに相談に行くべきなのか分からない｡

･子どもはス トレッチャーを使用 しているので､外出時は大変である｡介護用自動車改造

費の助成､福祉タクシー券の助成､福祉車両の貸出し等､外出をもっと楽にする支援をお

願いしたい｡

･昏中一時支援 .移動支援の支給決定通知書は支援内容が変更になった場合に変更通知書

が届 くが､変更のあった箇所 しか記載されず､最初に受け取った通知書が重要だと庫思わ

なかった｡もう少し誰もが見ても分かりやすいものにしてほしい｡また､1年更新なので

事前に文書を送付 していただければ､更新忘れもなくなると思う｡

･現在､総社市で陣がい者 (児)が落ち着いて過ごせる場所が存在するのか｡家族として

は､施設を利用する際には､いつも人目Iを気にしながら利用 していると思う.本人が大声

を出すので､パニックになるのを恐れて家にいるしかない｡福祉サービスを提供している

事業所に対 して､利用者が福祉サービスをきちんと受けられているかどうか行政から検査

をしていくべきだ｡

･陣がい児となり､友人と同じ学校に通学する難 しさを感 じた｡医師は､普通の学校に通

学 した方が良いと言っているのに､教育委員会や学校側は ･ ･でした｡子どもは途中か

ら学校へ行くことが辛くなり､不登校になった｡親が何度も学校へ足を運び､陣がいや病

気について説明し理解が得られたので､子どもも通学できるようになっていった｡今は､

義務教育期間中だが､今後､高校や大学に進学する際に理解が得られるかどうか不安｡ま

た､家にひとりでいても緊急時に支援 してもらえるような体制を 1日でも早 く望んでい

る｡

･生活苦で､視覚障がいである｡視覚障がいのため働きたくても働けない｡どこで仕事を

見つけてよいか､雇ってくれるところはあるのか教えてほしい｡

･自分にあった介護施設にリハビリに行くようになり､他の利用者q )みなさんと楽しく過

ごしていたが､今は週 2回しか通所できない｡その理由は､要支援 2だからということで

あった｡限られた回数しか施設に適所できないということは､どんなに意欲を燃やして､

普通に歩けるようになりたいとリハビリに通いたくても適えない状況になっている｡

･病院から市役所に相談に行くように言われ､職員の方にじろじろ見られ本当に嫌な思い

がしたO今後のこと､で不安でいっぱいだが､市役所に行 くことはないと患う.また､スー

パー等に買い物に行った際､ヘルパーさん達が話をしているのを耳にしたことがあるが､

嫌な感 じを受けた｡

･平成 18年度から自立支援法が施行され､施設生活 (入院生活)から在宅生活-と転換

が図られた｡ しかし､陣がい者を支えるサービスがないため ｢施設へ入所するのは当然｣

という状況は変わっていないと思う｡私たち陣がい者は､どんなに苦労があろうとも住み

慣れた地域で生活したいと望んでいる｡そのためには､ 365日24時間体制の切れ目な

い医療 ･福祉サービス､緊急時の対応可能なサービスが必要だと思う.降がい者は弱者で 
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も遅れてきた市民でもない｡社会の困難な状況が全ての市民より先に見える人たちだと思

う｡

･清音地区の場合､いくつかの福祉サービスの拠点があり､それぞれ役割を持って支援が

行われている｡今後､高齢化に対応 してもらい､支援の拡大に努めてほしい｡

･福祉に関する情報が行き届いていないので､地域の回覧板をもっと有効に活用すべきだ｡

･私は生活保護受給者だが､物価も高くなり生活が苦 しい｡また､他の生活保護受給者で

ギャンブルしている人を見かけると腹が立つ｡よく調べてやめさせるべきだ｡

･総社ふれあいセンターの 2階で会議があるとき､階段で手すりがないために困っている｡

今は友人に支えてもらったりしているが､杖が持てない｡このようなことがないように何

とかしてほしいと思い､ふれあいセンター事務所の嘘員にお願いしたら､｢無理だ｣と言

われた｡

･市立で老人ホームがあればありがたい｡もしあれば､若い人が面倒見ることもなく､安

心 して生活ができるのではないかと思う｡

雪⑳





